
   

HYC レース委員会議事録 
参加者（ZOOM にて Web 会議）           
犬飼委員長、三輪さん、田口さん、井上さん、森田さん、鍛地（記録） 
議題         Date / Time 
コロナ禍のレース運営の再確認、ほか全 5 項目      2021 / 9 / 2  20:00～20:35 
議事 

１． コロナ禍のレース運営の再確認について  
【委員の各意見】 
・9/4,5 シーボニアで 7 レース開催するらしいが移動自粛の中で人を集めるのは如何なものか。 
・緊急事態宣言というのは、本来は重く受け止めるべき。 
・公式に NPO 法人としてレース開催するのは NG だが、自己責任でたまたま集まってやるみ

たいなのはどうか。 
・ベイサイドでも同様に集まって走ろうという様な企画があったが、それも結局中止となった。 
【結論】 
東京都、神奈川県のいずれかに緊急事態宣言が出ている場合には、レースは中止とする。 
 
 

２． 年間表彰の有無について  
今年は２レースしか開催出来ていない。この状況で年間表彰はするべきかどうか。 
【委員の意見】 
・最低でも３～４レース出来ていないと年間成績は成立しないのでは。 
・今年の成績を来年に繰り越すのはどうか。 
・何レース以上の開催で年間成績とするか、これまで定義されていなかった。 
 →6 レース以上にしてはどうかという話が以前に有った。 
・天候の影響も有るし、6 レース以上では厳しいのでは。 
【結論】 
・年間 5 レース以上の開催で年間表彰とする。 
 表彰されなかった前年の成績をキャリーオーバーするかどうか次回レース委員会で決める。 
 
 

３． 初島レース開催の有無について  
参加費も回収済みで協賛品も集まっているが、開催できるかどうか。 
【委員の意見】 
・18 日の日程では、緊急事態宣言があけるかどうか微妙。 
・初島レースは一年一回だが、一生に一回な訳では無い。来年もまた有るではないか。 
・Jr.ヨットクラブ連盟では、レース一週間以上前に宣言が出ていない事が開催の条件。 
・レース実行委員長の芝本さんは開催される予定で着実に準備はしている。 
・JSAF の指針でも県を跨ぐ移動を自粛～云々の中でレースを企画するというのは主催団体と

して如何なものか。 



   
【結論】 
上述の通り、東京都、神奈川県のいずれかで緊急事態宣言が延長された場合は中止。 
もし宣言延長となる場合は、解除予定の 12 日より前に公示される筈なので、12 日時点で判断

出来る。 
 
 

４． 参加していない委員について  
長期間レース委員会に出席していない委員の処遇をどうするべきか。 
【委員の意見】 
・先ずは本人に参加の意思を確認するべき。 
・議事録を送って zoom で開催出来る旨を伝え、次回からは伝助で日時を決めて参加をうなが

してはどうか。 
・レース委員会が zoom で開催出来るようになった事で、委員会の為に葉山へ行くのは面倒だ

が zoom 参加なら委員になってもいいという新メンバーも居るかもしれない。 
・現在 2 回転ペナルティになっているルール等、協議すべき事項が有るので引き続き開催して

いきましょう。 
 【結論】 

・レース委員長から各自に連絡して、参加の意思を確認する。 
 

５． その他、質問・提案など  
・各委員、懸案事項等有れば、犬飼委員長宛にメールし議論していきましょう。 
 
 

         以上 


